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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)

【公開番号】特開2007-330356(P2007-330356A)
【公開日】平成19年12月27日(2007.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2007-050
【出願番号】特願2006-163045(P2006-163045)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月15日(2009.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の請求項１においては、主制御基板と払出制御基板との基板間の接続状態を、簡
単に、かつ、安全に確認することができる。本発明の請求項２においては、８ビットのう
ちの少なくとも隣接する２つの同一ビット番号の情報に基づいて、チェックコマンドであ
るか若しくはＣＲ機を示す賞球コマンドであるか若しくは現金機を示す賞球コマンドであ
るかを判別することができる。
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